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第４回桑名市ブランド推進委員会 

日時：平成 27年３月 27日（金）午後１時 30分 

場所：くわなメディアライヴ 1階多目的ホール 

 

－ 会 議 次 第 － 

１.開 会 

２.市長あいさつ 

３.議事 

（１）今年度の事業経過報告（事務局説明） 

（２）来年度予算（案）説明（事務局説明） 

（３）今後の展開と委員会運営について 

  ・委員主導のプロジェクト各テーマの展開について 

４.その他 

 事務局からの連絡 

 ・次回会議の日程について 

  平成 年 月 日（ ） 時から 

５.閉 会 
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○ブランド推進課   皆さん、こんにちは。定刻となりましたので、ただいまから第４

回桑名市ブランド推進委員会を開催させていただきます。 

  本日は、お忙しい中お集まりいただきまして、まことにありがとうございます。 

  本日の委員会の出席者数は、委員４名、専門委員３名であり、ブランド推進委員会条

例第６条第２項の規定により、会議の開催要件を満たしておりますことをご報告申し上

げます。また、この会議は公開でございます。メディア等の撮影についても許可をいた

しておりますので、ご了承いただきますようお願い申し上げます。 

  それでは、以後の進行について、議長の伊藤委員長にお願いしたいと思います。委員

長、よろしくお願いします。 

○伊藤委員長   改めまして、こんにちは。１時間半という限られた時間ですので、極

力、委員の皆様の思いを熱く語っていただきたいなと思っております。年度末ではあり

ますが、今年度、１年のやってきた振り返りとともに、ある意味、キックオフで、もう

来年度に向けてのビジョンを共有しながら、具体的に何をやれるのかということを話せ

ればいいなと思っておりますので、よろしくお願いします。 

  開会にあたって、まず、伊藤市長のほうかご挨拶を頂戴したいと思いますので、よろ

しくお願いします。 

○市長   改めまして、皆さん、こんにちは。桑名市の伊藤徳宇でございます。きょう

は年度末の大変お忙しい中、第４回のブランド推進委員会にご参加をいただきまして、

まことにありがとうございます。 

  今日はメディアライヴという会場にさせていただいております。ここは、図書館とか

保健センターとか、いろいろな複合施設で、日本で初めてＰＦＩという方式、プライベ

ートファイナンスイニシアチブという、民間で資金を調達して、初めてＰＦＩで建てた

図書館として、一時期有名になった施設でございます。今、佐賀県武雄市で図書館をＴ

ＳＵＴＡＹＡが運営をしている。その中にスターバックスがあって、ものすごく人が集

まっている図書館がございます。まず、ＴＳＵＴＡＹＡさんがそのままあの図書館を運

営しているわけではなくて、ＴＳＵＴＡＹＡさんが、またその図書流通センターという

ところに図書館を運営させているわけですけれども、桑名市のこのメディアライヴの図

書館も図書流通センターという会社に運営をしていただいておりまして、社長いわく、

図書館のクオリティーとしてはこっちのほうが上だということを言っていただいており

ます。ここは佐賀県で初めてのスターバックスが武雄にオープンしたということで非常
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に人気が出たというところなのだそうです。 

  今、全国的に地方創生というものを一つのテーマとして、これから、また統一選挙等

があるわけでございますけれども、日本中で、全国で人口も減っていく、それによって

経済も縮小していく、こういうものをもう一度しっかりとみんなで認識をして、どうや

って考えていくのか、地方それぞれが知恵を出して取り組んでいってほしい。そんなこ

とを、今、国のほうからも言われているところであります。その中で各自治体がそれぞ

れ、必死にいろいろな案件を果たして、それぞれの地域をどういうふうにしていこうと

いうことを戦略としておるところでありますけれども、これはやはり、今、我々がずっ

と取り組んできたブランド化ということとつながっていることなのではないのかなとい

うふうに思っております。桑名でもかなり人口は増えてはいるのですけれども、１年間

で生まれるお子さんは大体１，２００人、そして亡くなられる方が１，３００人。自然

にほっておくともう１００人ぐらい減っていきます。それを外から人に住んでいただく、

移住といいますかね、外から人に引っ越してきていただくことで何とか、かろうじて人

口がふえていくという状況にあります。そういう意味ではしっかりと選ばれる町にして

いくという意識を持って、これに取り組んでいくことが非常に大事だと思っています。

数ある観光地の中で桑名に行ってみたいと思ってもらえるとか、子供を育てるなら桑名

で育てたいなというふうに思っていただきたい。また、いろいろなお土産とか桑名のも

のが買いたいなと思っていただく、そんな取り組みがこれから非常に大事であって、こ

れはこのブランド推進委員会の中でもいろいろ議論いただいてきている、選ばれること

をしっかりと取り組んでいかなくてはいけないなと思っておるところでございます。 

  また、きょうはうれしいニュースもありまして、去年の１２月にリニューアルしたふ

るさと納税について、お手元に資料をお配りさせていただいていますけれども、ついに

１億円を突破したというニュースがあります。去年１年間で１０１万円、外からいただ

いたものがこの３カ月半で１億円。非常に喜ばしいことです。このふるさと納税の制度

についてはさまざまな議論があるわけですけれども、やはり、この桑名のものがいいな

と思っていただいて桑名に寄附をしたいと思う方が増えているというのは非常にいいこ

とだと私は思っておりますので、これまで以上にしっかりと取り組んでいきたいという

ふうに思っています。 

  いずれにせよ、さまざまな形で皆様にお知恵をいただきながら、桑名をしっかりと選

ばれる町として、まちごとブランド化していくことに取り組んでまいりたいと思ってお
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ります。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

  さて、この委員会につきましては、これまで魅力的なプロジェクトは何か、委員の皆

様がそれぞれ専門とするところからご意見をいただいてきたところでございます。前回

はロゴマークの活用や具体的なリーディングプロジェクトについてご協議をいただきま

した。今回は今年度最後の委員会だということでございまして、ブランド元年として立

ち上げました１年の取り組み状況のまとめと一部成果の報告をさせていただきたいと思

います。 

  また、次年度の展開につきましては先週、２７年度予算が議決されましたので、ブラ

ンド展開に関する予算の概要についても説明させていただきたいと思います。 

  また、今後の委員会運営につきましては委員主導のプロジェクト展開についてご意見

を賜りたいと考えております。限られた時間ではございますけれども、委員の皆様から

は忌憚のないご意見を賜りますようお願いを申し上げまして、私からの挨拶とさせてい

ただきます。どうぞ、よろしくお願いいたします。 

○伊藤委員長   市長、ありがとうございました。（拍手） 

  続きまして、皆様、お手元にあります議事次第に従って議事を進めていきたいと思っ

ています。大きくは今年度の事業計画の報告ですね。それと来年度予算、通ったという

話が今、市長からもありましたので、来年度、具体的にどういうことをやっていくか。

そして、やっていくだけではなくて、その役割の分担をどうしていくかというところま

でをきょうの議題にしたいと思っております。 

  最初に事務局のほうから全体を報告いただこうと思っております。その後、客観的に

今年度やられてきたことを、もう一回見ることが我々はできますので、こんな視点で足

りなかっただろうか、もうちょっとこういう視点があったほうがいいのではないかなど、

振り返りや来年度に向けた意見をいただきたいなと思います。 

  それぞれ、多分、１周回って終わってしまうと思いますので、来たときに思う存分話

すということで、ご準備いただければと思います。 

  では、事務局のほうから、よろしくお願いします。 

○事務局   それでは今年度のブランド推進課の事業の経過報告をいたします。 

今年度の具体的なブランド展開につきましては、大きく４つの柱で事業の推進を図っ

てまいりました。 

  １点目には、ブランド推進委員会を設置し、委員の皆様から専門的意見をいただいて
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まいりました。本日を合わせてこれまで４回開催する中で、委員参加のプロジェクトに

ついて①都市デザイン、②食、③歴史・文化、④観光の４点ご提案をいただいており、

今後の展開にいかしていきたいと考えております。 

  ２点目は、東京からのＰＲ事業でございますが、「桑名市東京ＰＲ事務局」を設置し、

全国発信に努めてまいりました。２月現在、雑誌や新聞、ＷＥＢ等で、延べ９００件以

上に桑名市の情報が取り上げられ、これらの広告換算値として６，１００万円余の効果

があったとされております。特に２月３日発売で、１３万部を超える発行部数をほこる

「サンデー毎日」では、巻末カラー５ページにわたり、「東海道五十三次４２番目の宿

場 桑名宿を歩く」というタイトルで、桑名の食や産業が紹介されております。 

  また、「旅の手帖」や「旅行読売」にも桑名に関する記事が大きく掲載されたほか、

今年５月の「一の鳥居のお木曳」時においても、歴史雑誌「歴史人」と旅行会社「クラ

ブツーリズム」のコラボ企画として、旅行ツアーが掲載されました。今、雑誌のほうも

回覧しておりますので、またごらんいただければと思っております。このほか２月の毎

週日曜日計４回にわたり、ラジオ「私の別格」において、桑名のはまぐりやノリ、鋳物、

レジャー施設等の紹介がＦＭ東京と全国３７局で放映されるなど、首都圏から大いに桑

名の魅力を発信しているところでございます。 

  また、イベントでは、三重県のアンテナショップ三重テラスを活用した、「桑名フェ

ア」を桑名商工会議所とタイアップして実施しました。特に「桑名の食材大試食市」で

は、２００人の想定をはるかに上回る大勢の方が来場され、桑名の特産品の試食や桑名

の千羽鶴の折り方体験、北勢線などのパネル展示を通じて桑名を体感していただき、大

変好評でありました。 

  ３点目は、市内でのブランド化醸成のための展開であります。７月には当委員会の顧

問でもございますクールジャパン機構の太田社長の講演を皮切りに、桑名市のもつ歴史

や風土、地理的な優位性、また、先人の築き上げてきた文化や産業、都市基盤など桑名

が誇れるすばらしい価値、「桑名の本物」の掘り起こしに努めてまいりました。１２月

には、「本物力こそ、桑名力。」のロゴマークを発表し、封筒や名刺等にも使用するなど、

市内外への周知に努めているところでございます。また、ロゴマークを活用したポスタ

ーも作成いたしました。ちょうど前にはってございますのがこのポスターでございます。 

  このポスターはロゴマークのＰＲと同時に、ある程度時間とお金と行動力のある女性

が、訪れたくなる場所やテーマを設定し、滞在と消費を呼び込むことを目的としたもの
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で、今後、シリーズ化してＰＲに努めてまいりたいと思っております。 

  最後に４点目ですが、市民の方が地域のよさや価値に気づき、まちづくりにつなげる

という、「桑名学びの場」の創設が挙げられます。今年度においては、桑名の人たちの

地元ならではの活動を洗い出し、市民の方が体験しながら学び、交流できる場について

研究を始めたところであります。その取り組みといたしましては、着地型観光手法でも

ある「長良川おんぱく」に「桑名赤須賀港の競り見学と焼きはまぐりランチ」と「竹灯

篭を使用した天然のコンサート会場 竹の十三夜」の２つのプログラムが試験的に参加

し、大勢の方にご参加いただきました。今後、地域活性化の手法としてさらに研究して

まいりたいと考えております。 

  今年度の取り組みの主な概要は以上でございます。 

○伊藤委員長   ありがとうございます。では、引き続き説明をお願いします。 

○ブランド推進課   ブランド推進課の川地でございます。 

  続きまして、３ 議事、（２）来年度予算案につきましてご説明させていただきます。 

  本年度の取り組みの際にごらんいただきました横表の資料と「今後のブランド推進事

業について（案）」と下にございます、両方をごらんいただく形になることを合わせて

お許しください。 

  さて、４月からの事業展開につきましても、ただいまご説明申し上げました４つの柱、

１、ブランド推進委員会の設置とその運営事業、２、東京からのＰＲ、３、市内のブラ

ンドＰＲ、４、市内の意識の醸成、この４本で引き続き展開したいと考えております。

まず、ブランド推進委員会の設置運営につきましては、来年度は委員の皆様全員にお集

まりいただく全体会を３回程度、先回、担当を決めていただいた単位ごとに分科会のよ

うな形で各２回程度の開催を見込んでおります。さらに具体的な取り組みが進展してま

いりますので、その内容について引き続きご議論、アドバイスをいただければ幸いです。 

  続いて、東京からのＰＲにつきましては、本年度同様、東京ＰＲ事務局を運営し、首

都圏のマスコミ各社との関係性をこれまで以上に深め、メディア掲載につなげて生きた

いと考えております。 

  続いて、市内のブランドＰＲにつきましては、今回Ａ４縦の「今後のブランド推進事

業について」の表面、（２）にございますように、桑名の誇れる食文化をテーマとした

調査の実施、それを踏まえた全国会議などの開催、はまぐり大使の有効活用等を図りな

がら、桑名への来訪者数をふやすための話題づくりを行っていきたいと考えております。
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なお、具体的な調査手法や実施時期、内容につきましては、検討しているところでござ

いますが、桑名の市街地は四季のうち、冬の時期が比較的にぎわいが手薄になることか

ら、年度後半での実施に向けて、各取り組みを連動させていきたいと考えております。 

  最後に、市内での意識醸成につきましては、「今後のブランド推進事業について」の

表面、（１）裏面になりますが、（３）にございますように、仮称・桑名オンパクの企画

運営・事務局担い手育成を中心とした本格開催の準備と桑名本物学びの場運営を行いた

いと考えております。オンパクにつきましては先回の会議でもご案内いたしましたが、

「温泉泊覧会」の「泊」は泊まるという字になり、この略称でその内容は、地域の魅力

的なコンテンツを活用した小さな体験交流参加型プログラムを１カ月から２カ月程度の

短い期間に集中的に開催する地域活性化ツールでございます。オンパクを活用して地域

ブランドを高めている事例を学びながら、オンパクと学びの場の運営を通して、歴史文

化に育まれた市街地と住宅開発が進んでいるエリアとの交流をふやすことで桑名のよさ

を知り、桑名の魅力に誇りを持っていただく方をふやしていきたいと考えております。

なお、実施手法や運営手法につきましては早急に内容を詰めまして、早期の事業着手に

つなげたいと考えております。 

  なお、「今後のブランド推進事業について」に記載の事業は全て新しい事業で、限ら

れた人的資源の中ではその容量が限界を超える可能性が十分にあります。効果的な事業

運営を行うためにも、方向性を同じくするものは大ぐくりに捉え、各事業をなるべく連

動させることで、効率性を高めたいと考えております。 

  以上、来年度の事業予算につきまして報告させていただきました。ありがとうござい

ました。 

○伊藤委員長   ありがとうございます。質問なのですが、ポスターは実際にまちでど

れぐらい貼られているか、まだ作っただけでそういう実績とかはないのですか。 

○事務局   ポスターにつきましては、シリーズ化していきたいということで、今回は

第一弾として作らせていただいております。先ほどもそういった趣旨の説明のところで

桑名に時間のある方は来ていただいて、桑名に滞在していただくという趣旨でありまし

て、市内よりも市外のほうということで、首都圏、三重テラスも含めて関係機関に貼っ

ております。あと、名古屋のほうもオアシス２１に貼っていただいておりますけれども、

首都圏でも貼らせていただいて誘客を進めたいと思っております。桑名市内についても

貼るというふうな形で考えております。 
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○伊藤委員長   はい、わかりました。 

○事務局   公共施設にはこだわっておりませんので、民間の施設にもお願いはしてご

ざいます。 

○伊藤委員長   質問も兼ねてでいいと思いますので、今あった報告を踏まえて、委員

の皆様のご意見を忌憚なく言っていただければなと思います。どうでしょう、副委員長。 

○諸戸副委員長   そうですね。これからブランド推進の方向性が決まって、いろいろ

我々以外の人間がどんどんブランドの方向性から発展させたいろいろな事業をしていく

ことになるのだと思っているのですが、この間、自分たちの新しい会社でアパレルをや

ることになったのです。それぞれは西海岸のブランドを持ってくるのですけれども、そ

の親会社というのがＣＡＡというモデルエージェンシーなんかをやっている会社でして、

ブラッド・ピットとか、アンジェリーナ・ジョリーの管理をしているのです。やはりそ

こですごく重要視しているのはどういうブランドなのかというコンセプトづくりみたい

なものをすごくしっかりさせているのです。結果的にそのブランドはこれから日本以外

にもどんどん外に出していくことになるのですけれども、そのときに全部アメリカ人が

管理するわけではないので、そのテイストがどんどん変わっていってしまうと、最終的

にブランドの価値を失っていくということになるので、最初の骨格として我々のブラン

ドはこういうブランドなのだというコンセプトブックですとか、そういったものをすご

く念入りにつくっているのです。世界中誰が見ても、この枠から外れないで運営してく

ださいねということをしっかりやるのです。多分、桑名のブランドもオンパクであった

り、いろいろなイベントをやるに当たって、いろいろな方がかかわっていく。そのとき

にある程度そのコンセプトをしっかりまとめたものがないと、結局ばらばらのイベント

をやることになって、先ほど関連性であったり、連動という話がありましたけれども、

そういうのが難しくなっていってしまうのではないかなというふうに思っています。な

ので、一度どこかのタイミングで桑名のブランドはこういうブランドなのだよというコ

ンセプトみたいなのをしっかりまとめて、誰が見てもすぐにわかるように、そういった

ものがあると、それを使って何かいろいろな展開をするときに非常に便利なのではない

かなというふうに思っています。そういうものをできたらつくりたいなというふうに思

っているのですけれども。 

○伊藤委員長   ありがとうございます。本当にブランドとしては重要な視点だと思い

ます。そういう、何か共有できるビジョンだとか、そういったものというのがどこにあ
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るのだというのは、今日、事務局からの報告を聞いたときに、こんなことをやってきた

のだということと、こんなことをやりますだけなのだけど、何のために、どういうビジ

ョンを置いてやるのだというのは、まさに諸戸副委員長がおっしゃられたところが少し

欠けているのかなと、ちょっと自分の中に反省も含めて感じました。そんなことをちょ

っと各委員からいただければと思いますが、佐藤委員、よろしいですか。 

○佐藤委員   質問なのですけれども、このふるさと納税で納税される方に目的という

か、どういうことに賛同されて納税されるのかというのをとっていると思うのですけれ

ども、こちらも件数に応じて、例えば、これからそういうところに市政として取り組ん

でいくというような、そういうことはこのふるさと納税では誘致されるのですか。 

○財政課長   一応財政課としましては、２７年度分の目標を１億５，０００万に設定

して、今年から税の補助が２倍になったというふうなことで、非常にＰＲもされており

ます。今まではホームページ中心だったのが、今、雑誌もたくさん出ていまして、本当

に共通の話題になっています。まだまだ市内に魅力的なものがありますので、そういっ

たものにターゲットを絞って、もう一度商品のリニューアルを兼ねて、商品と商品を合

わせ込んだものができないかというふうに検討させていただきながら、魅力的な商品を

提供させていただきたいなというふうには考えております。 

○市長   この項目、７つのビジョンに分けて、そこにお金をいただいているという、

それを今後どうしていくかということについては。 

○財政課長   それはですね、今年度、実は当初予算に盛り込まなかったので、割りと、

今までだと集めることに主眼を置いて、それをどうやって使うかということは余り考え

ていなかったのです。市長とお話をさせていただいて、やはり全国からご寄附をいただ

いたものですので、市として一番基幹になる事業に当てていきたいということで、あえ

て当初予算で充当することを見送りましたので、ここの予算等々の対応の中から、また、

２８年度当初予算の中で市長と話をさせていただいた上で全部、それこそＰＲできるよ

うな事業に持っていきたいなというふうに、今、財政課としては考えています。 

○佐藤委員   そう考えると、何か楽しみなというか、希望がこれから持てる予算とな

った方向に、何か一つの財源が持てたのかなと思っていて、あと、私、広告会社なので、

その視点から言うと、広告換算してこれだけの額でこれだけの件数が出たというのはも

のすごい価値なので、すごいなというふうに思っているのですけれども、あとは、この

後、本当にこれだけ出て、どれだけの人が来たのかというのをきちんと追いかけて、何
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で来てくれたのかとか、実際に見た記事どおりのことが体験できたのか、それ以上のこ

とが体験できたのかをきちんと、声を取り上げていくことを、その人たちがファンにな

って、またさらに桑名いいよみたいな話を広げていくということにつなげていかないと、

こういうＰＲというのはすごく単発になりがちで、ずっとやり続けなければいけないみ

たいなふうになってしまうので、ＰＲというのはすごく難しいことなので、そういう部

分が、やはりそこがファンの人がいなくて、広告塔になってくれるようになっていかな

いと、ずっとやり続けなければいけないので、そこを追いかけて、きちんと見ていかな

いといけないのだろうなというふうに思います。 

  あとは、来期、私、人づくり部会というのもやっていくのですが、その時にこれから

桑名の本物を発掘するというような話も、学びの場みたいな話もあったのですけれども、

これだけふるさと納税のときに「こどもを３人育てられるまち」のところに半分以上集

まっていて、これって、すごくキャッチーだなというふうに思いますし、３人って本当

になかなか育てられないので、これを見て魅力的だし、期待があるのだなというのが改

めてわかったので、やはり子供という視点も一つ、桑名を舞台に何かできるのではない

かなと思って、これからいろいろ提案させていただければなと思った次第であります。 

○伊藤委員長   ありがとうございました。子供の教育だとかという側面ということで

すよね。 

○佐藤委員   そうですね。観光客を増やすという視点というブランド化というのは、

もちろん、一つあるのですけど、さっき市長もおっしゃったのですけれど、移住者によ

ってふえているという話があって、年に１，２００人増えていて、名古屋に仕事は通っ

ているというパターンもあると思うのですけど、桑名で子育てしたよねという話になっ

て、そういう元気のいいパパ、ママたちが、ファミリーが住んでくれる町になるという

のは一つの方向性としてすごくあると思っていて、実際にそういうニュータウンみたい

なものもあるのですけど、そのときになんでそこで育てたいのかというときに、自然と

か待機児童がないとか、そういうこともフックになるのですけど、何かそこで魅力的な

学びの場みたいなことだったり、そういうやり方で人を増やすというのも、観光以外に

すごくあると思っていて、そういう子供の学びみたいなところに力を入れているまちみ

たいなブランド化の仕方というも、一つ、あるのかなというふうに思っているのです。 

○伊藤委員長   ありがとうございました。本当に子供が減ってくる中、どういうふう

にそういったものをきちんとつくっていくかということと、教育が抜本的にないと、ど
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んなアピールをしていても底上げになっていかないので、それは本当に重要な視点だと

思います。ありがとうございます。 

○伊藤委員長   風間さん、お願いします。 

○風間委員   佐藤さんが広告の会社さんでいらっしゃるように、私も環境系の一般社

団におりますので、私もそういった視点からちょっと発言させていただきたいと思うの

ですが、先に同じようにふるさと納税の寄附の金額の中で、こどもを３人育てられるま

ちの次に、命を守ることが最優先になるのですけれども、こちらの項目について少し補

足いただきたいと思います。 

○政策経営課長   命を守ることが最優先についてですが、桑名市は海抜ゼロメートル

地帯ということもあって、水害への対策など防災拠点施設、防災無線というのが、防災

対策に関する設備投資といいますか、そういうものに多額の費用がかかっているという

ことが他市に比べて大きいというところがあります。ご寄附いただいた趣旨としてそう

いうことにも力を入れてほしいというご要望があれば、そういった事業にこのままふる

さと寄付金を充てていく。それと医療についても命を守るということで、桑名市は新し

い病院の建設事業というのが一つ、大きな課題もありますので、この建設事業が最優先

事項ということもありますので、その２点ですね。防災対策、それと病院建設というと

ころに力を注いでいきたいと考えています。 

○風間委員   ご説明ありがとうございます。そうですね。佐藤さんが指摘されたプロ

グラムもそうなんですけど、私が震災の後に東北の後方支援にたずさわっていたもので

すから。先だって国連防災世界会議がありましたけれども、やはり人の命をいかに守る

かということがすごく行政のなかでもとても大きな仕事だと思うのです。その中で、ハ

ード、施設・設備としてまとめるものと、やはりソフト力というのが東北の震災の中で

とても大きな学びだったというふうに聞いております。結局、合併したりとか、地域と

いうのは大きなまとまりとして捉えられるようになってしまって、ああいった震災や災

害が起きたときに、人を把握できないとか大きな市になると人や地域のつながりが見え

ない、希薄化しているということがとても災害のときには弱い部分だということを、皆

さんが口々におっしゃっていました。行政の仕事の中で、いかに市を把握するというこ

とはもちろん大事だと思うのですけれども、人の命を守るときに役割だけでは守れない

ところがあると思いますし、こどもを３人育てられるということもそうですけど、地域

の人たち自らが主役であったり、自分たちの意識の中で仕上がりをどれだけ見えるよう
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にしていきたいとか、万が一のときにもお互いに助け合えるかということは、これはち

ょっとＰＲというブランドではないかもしれないのですけれども、すごく重要であるの

だと思います。こういった数字でもやはりあらわれてきているので、皆様に求められて

いることというのはそういった安心、安全であって、未来がきちんと紡がれるという理

想が既にメッセージとしてあると思いますので、諸戸さんがおっしゃっていたブランド

ブックであるとか、そういったコンセプトといったところで、例えば目に見える写真で

あったりとかメッセージ・デザインとかで反映できることだと思うので、それは期待し

たいと思っております。 

  もう一つ、環境的な視点で申し上げますと、今、生物多様性って言われたりとか、水

の環境、水の近くの環境ということが非常に大事であるということをおっしゃっていま

す。例えば、東京のほうでは、ＩＣＵのマーク・ランガガーという方がウオーターリテ

ラシーということをおっしゃっております。その方が何をやっているかというと、環境

教育を始め、水の近くにある多様な自然から子供を育てるとか、それを水の近くにある

自然観というものがすごく人が豊かに生きる、暮らすということにとても大事だと。だ

から近年、工業化が進んで、住む場所がただ暮らすだけになってしまっていて、例えば、

川とか危ないよ、と言って子供たちが自然と触れ合える環境が少な過ぎるために、それ

が自分の生活と切り離されてしまって、汚染されたりとか、自然環境が減っているとい

うことに感度がいかなくなっているということをよくおっしゃっていました。桑名は何

回か来て、すごく自然が豊かな場所とかがありますし、河川に挟まれているというとて

も立地としても特殊な場所だとは思いますので、災害対策ということと未来の子供たち

や住まう人たちにとって自然との共存、共生という教育はＰＲのなかでももちろん、こ

ういう建物の建設であったり、人工的につくったもののＰＲとかはあると思うのですけ

れども、自然に対してどういうビジョンを持ったりとか、あるいはメッセージを持って

いる市なのだよということが伝わると、一層首都圏からの移住者であったり、そこに刺

さるメッセージだと思いますので、そこは期待したいと思います。 

○伊藤委員長   ありがとうございます。水辺の空間のウォーターリテラシーという話

もありましたが、東京のほうでは水辺リングみたいなことで、水辺の空間をどういうふ

うに活用していくか、それも国だとか市のほうだけではなくて、民間活力でどういうふ

うにしていくのだという動きもありますので、ＰＲという面では桑名はそういうところ

を果敢に攻めたいなと思います。今、佐藤委員、風間委員から言われたことというのは、
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どちらかというと学んでいく、教育的な視点だとか、底上げにつながってくるようなこ

とだと思うのです。これが恐らく来年度の桑名本物学びの場の運営と何かリンクしたり、

内容とかってあるのでしょうかというのを事務局に、せっかく委員からありましたので、

今言われたようなことがこういうところの中身に反映、想定されているのであればいい

なと思うのですが、いかがですか。 

○事務局   いずれにしましても、実際まちを支える人々というのは、オンパクのとこ

ろで少し話をしましたが、担い手の育成だったりとか、そういった要素の中で考えてい

かないといけないのかなと。例えばいろいろな学びがあると思っていまして、桑名自体

を学ぶということももちろんありますし、特に今回コンセプトのお話がありましたが、

やはりコンセプトは「本物力こそ、桑名力。」ですので、その本物というのをどうやっ

て活かしていくというのも一つの学びのプログラムであるのかなと思います。オンパク

の人材育成の中でもできれば皆さんにも本物を考えるというところをしっかり入れてい

きたいなというふうに、今、計画をしております。ちょっと具体的なところまではあり

ませんが、そのような形で反映したいなと思います。 

○伊藤委員長   はい、ありがとうございます。引き続き、学びの場のほう、中身をコ

ンテンツにうまく反映できるようにしていただきたいなと思います。 

  黒田委員、よろしいですか。お願いします。 

○黒田委員   佐藤さんと風間さんのお話を聞いていて、結構子供の教育とかというの

をすごくテーマとしても普遍性もあって重要、プラス観光というのが、非常に吸引力が

あるということで、いろいろな視点がかかっている仕事となるわけで、人をひきつける

魅力というのをすごく重要視しているという都市は世界中に多くて、ユネスコというの

はお祭りのことで提案されているということですけれども、例えば日本でも和紙が世界

文化遺産に指定されたりして、和紙の産地も非常にそういうところに盛り上がっていま

す。北陸は新幹線の開通で非常に力も入っていますし、桑名はそういう非常に自然環境

にも恵まれていて、歴史もあり、非常に住みやすいようなところもありますから、何か

いろいろ要素を組み合わせたところで、観光なら観光だけで切るのではなくて、例えば、

子供を何かここへ引っ張ってくるような、サマーキャンプみたいなことであったり、ス

クールとか、そういうものをシリーズ化していって、自然に親しむようなプログラムで

首都圏とか近畿からも来てもらうというようなことをしかけていくのも重要かと思いま

すし、たまたまユネスコ、名古屋がデザイン都市ということで、名古屋と神戸が日本で、



 

―１４― 

入っているのですけど、神戸がもともとのデザイン都市というものになぜ推進したかと

いうと、やはり震災からの復興が非常に大きいテーマで、子供たちに対して防災意識を

徹底させるためにデザインもそこに加えながら、いろいろな子供向けの教育プログラム

を展開していて、しかも創造性をそこにプラスする、楽しみながら何か創造的なものを

つくったりすることを体験しながら防災に対する意識も育てるというのをやっているの

です。だから、桑名が持っている、このスローガンのように本物力の幾つかの要素を体

験できるようなことというのをつくれるのではないかなと思います。私が今後かかわら

せていただくのですけれども、食もすごく大きくて、食育というのも推進されていると

思うのですけれども、何かそういうものを一つつながる、いろいろな意味の本物という

のをできるだけ次世代につないでいくようなプログラムをいろいろ考えていくというの

もキーにするとおもしろい展開ができるかなという気もします。 

○伊藤委員長   そうですね。まさに本物博をするのであれば、ＰＲだけに片寄せるの

ではなくて、いろいろな学びだとか、それを子供たちが体験することによって、次世代

にもつながっていくし、桑名の本物を理解するということにもつながっていくと、恐ら

く防災だとか医療だとかも全部が表裏一体だと思うので、そのあたりが多分、お三方か

らの今のご意見かなと思っておりますが。そういうのをうまく、もう少しコンテンツに

組み込めるといいですね。横井委員、いかがでしょうか。 

○横井委員   ブランドという範疇で、先ほど諸戸副委員長がおっしゃられたように、

明確なコンセプトが構築するのであれば必要ではないかと思います。こういう観光とい

う面から見たときに具体的なイベントをどういうふうに構築していくのか、ブランドイ

メージに合っていないとだめなのでしょうけれども。ブランドのイメージとしてきっち

りフィッティングされたようなイベントで、観光のお客様を誘致するということ、それ

からどういうふうなこと、何をすればいいのかということが、明確に私の中にまだイメ

ージがわいてきていないのです。桑名オンパクという形で出ていますけれども、オンパ

クという桑名のブランドイメージとしてやっていくのはどうかなと疑問は感じているの

ですけれども。決して批判をしているわけではないのですけれども。桑名オンパクとい

う形で具体性をもって進めていって、どうかとちょっとだけですけれど思います。 

○伊藤委員長   オンパクに関してはどうですか、事務局のほうから、こういうことだ

とか、コンテンツだとかというのがありましたら補足説明など。 

○事務局   オンパクですが、いわゆる大規模な集客型のイベントというよりは一つひ
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とつの小さなプログラムの集合体とご理解していただければと思います。小さなプログ

ラムと申し上げたように、本当に小さなプログラムで、例えば１５人とか２０人とかと

いう方々を対象としました体験型のプログラムが一時期、１カ月から２カ月の間ぐらい

に集中的に実施される。桑名でいけば、もしかしたら大山田のほうのような住宅地のほ

うで行われるかもしれませんし、市街地のほうで行われる場合もあるわけでございます。

そのプログラム自体について、一つひとつがブランドのほうにどれだけ紐付けられるか

らという部分が今回のオンパクの取り組みの中では非常にキーになってくるのかなと思

っているところです。あと着地型観光という位置づけで申し上げますと、オンパク自体

が着地型観光ということです。地域活動でございますけれども、例えば、今回長良川を

借りて実施しておりますが、例えば、福岡県の久留米市というところでも同じようにオ

ンパクの手法を使ってやっておりますが、こちらのほうは実は運営主体がＮＰＯ法人久

留米ブランド研究会という組織が運営をしておりまして１０年続けています。１０年の

中でその中にどんなプログラムがあるかというと、久留米大学がまとめていますので、

その医学部をオープンにして医療ということをしっかり自分で考えるというそういった

プログラムも実践されておられます。 

  また、プログラム自体が約８０個列挙されておりますけれども、おおよそ、その６割

から７割が毎年同じことをしているとなり、定期的にいろいろな方々が地元の方を含め

参加していただき、地元のことをよく知っていただくコンテンツをしっかり持とうとい

う意図でやっていらっしゃるコミュニティです。桑名オンパクのほうもそういった形で

小さなプログラムで社会的インパクトがどれだけ大きいのかというところは、もちろん

横井会頭のご指摘もあるかと思いますけれども、そういった形で少しずつでも続けてい

くことで本物というものを理解する方々がふえるイベントにしていきたいなというふう

に考えております。 

○伊藤委員長   はい、ありがとうございます。先回のブランド推進の資料だと、オン

パクをとりあえず借りながらやってみて、最終的に次年度以降、２年後ぐらいには本物

博をするという話でいいのですよね。だから、桑名独自のコンテンツをつくっていく、

要は二番煎じでは全国的にＰＲにならないので、何かその本物博みたいなものをやるけ

ど、いきなりつくれないからオンパクのノウハウを得ながら、まずは桑名のネットワー

クだとかやり方というのを構築するという考えでよかったですか。 

○事務局   はい、ありがとうございます。この大前提につきましてはそういう形で、
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まずは長良川オンパクに乗せていただきながら平成２８年度以降に本物というのをテー

マにした桑名ほんもの博覧会ができたらいいなという次第です。 

○伊藤委員長   あくまで本物博を桑名が全国、世界に先駆けてやるのだという前哨戦

という位置づけだと考えていただければいいなと思います。ありがとうございます。 

  安藤委員、いかがでしょう。 

○安藤委員   観光という面では、この１年、非常に苦しい思いをしてまいりました。

というのは、同じ桑名市の観光懇話会のメンバーでもございまして、そのときに前回の

観光懇話会で理事長であるＪＲ東海の須田さんからこの名古屋、中京圏というのは今後

北陸の新幹線ができたり、東京オリンピックがあったりということで観光という面では

非常に危機感を持たなければいけない。全部そちら方面に取られて、オリンピックに来

た人は中京圏、桑名も含めてですけど、寄るかといったら絶対に寄らないということを

おっしゃっていました。目的が違うからなのですけれど。団体旅行という面でいけば、

非常にマイナス面ばかりだった年なのです。バスの値上がり、いろいろ運転手さんの問

題でありました。ちょっとした距離になると二人運転手さんを乗せなくてはいけないと

か、それから国交省のほうの指導で労働時間、運転時間の問題ですとか、そういった面

で非常に締めつけが厳しくて、団体旅行はやはり対前年６割でした。ただ、実はありが

たいことに、団体は減ったのですけれども、個人の方がその分をバックアップしていた

というふうに思っています。これは以前から言われていることなのですけれども、これ

からは団体旅行というのは年々少なくなっていくだろうと。ただ、個人のそういった潜

在的などこかへ行こうとか、天気が良かったりするとどっと来ていただいています。そ

ういうことで、ちょっと方向転換をしなくてはいけないのかなというふうに思っていま

して、それからやっていることの方向転換をしていったのですけれども、非常に大きな

課題だなと思い、私どもの会社にとっては大きな改革をしないといけない。私どもなば

なの里だけではなくて、遊園地のほうも大きな転換をしておりまして、子供さん向けの

遊具、私どもがやっていますのは学ぶ未来の遊園地というものをやっておりますけれど

も、全て子供さん、小さいお子様向けのそういうイベントに特化しております。これは

団体では絶対にあり得ませんので、個人なのですけれども、これからは個人客を大切に

して方向転換をしていかないと難しいのかなというふうに思っております。取りとめの

ない話で申しわけございません。 

○伊藤委員長   いや、非常に関係があることだなと、正直思います。特にリニアがく
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るとどうなるかというのもありますが、どこに向けて桑名市は魅力をアピールしていく

のか、世界からお客さん、団体客を取りたいのか、東京からなのか、それではなくて、

地域の人たちがとにかく使ってくれて、どんどん来てくれるのか、やはりその辺を明快

にしていかないと、いろいろなところから来てほしいというのはどこもあると思うので

すが、ターゲットを振り切ってくるというのが、今、非常に商品を、もし売ろうとして

も、お店を何か経営しようとしても、町でも同じだと思うのです。そういう意味ではぶ

れてはいけないところで、ターゲットをコンセプトブックとしてといったときのコンセ

プトと、ターゲットをどの辺に絞り込んでいくのだということは、もう少し我々も議論

をしないといけないのだろうなというのを、今の話の中で感じました。これも、こんな

ことを私が安藤委員に質問するのも変かもしれないのですが、個人客というのはどの辺

の方々が多いですか。 

○安藤委員   先日、私は駐車場係をやっておりました。そのついでにずっと車のナン

バーを見ていました。やはり関東の車、多摩ナンバーですとか埼玉ナンバーですとか、

もちろん足立ナンバーですとか品川ナンバーを結構多く見られました。やはり最近、関

東圏から来ていただくようになっていますけれども、団体は関東圏の人も少なくなった

ので、やはりそういう方たちが個人で来られているのかなと。個人の方というのはいろ

いろなところに寄りやすいと思います。ただ、残念だなと思うのは、一つ例をとってみ

ますと、桑名の時雨ですね。東京の人に時雨といってもわからないのですね。私の友人

に時雨を送ってやろうかと言うと、時雨って何と答えるのです。私に言わせると非常に

情緒のある字で、時の雨と書いて時雨。東京でいえばつくだ煮なのですね。つくだ煮っ

て味気ないですよね。私は、時雨のほうが響きもよくて美味しそうに聞こえるので、そ

のほうがいいと思うのですけれども、遠方へ行けば常識ではなくなっているというもの

もあるので、何かこれがヒントになるのかなというふうに思っています。 

○伊藤委員長   ありがとうございます。長島観光さんだけではなくて、そこまで来た

のだから、１泊して次は桑名のまち並みとか体験してほしいですね。 

○安藤委員   ええ、本当にそうだと思います。団体の方はうちへ来るだけではなくて、

例えば伊勢ですとか、伊勢神宮へ行ったりしますけども、前回の観光懇話会のときも言

ったのですけれども、実はインバウンドの人たち、この辺、完全に飛ばしますね。なぜ

かといいますと、私どものパーキングエリアがありますけれども、パーキングエリアの

レストランには中国の団体がたくさん来ています。食事をして下りるのではなくて、そ
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のまま通過点で行かれるということが非常に多くあります。どこへ行かれるかというと、

東京に着いて京都、奈良、やはりこの辺、通過点になってしまうので、その人たちをい

かに今後は下りていただくかというのも考えなくてはいけないのかなと思っています。 

○伊藤委員長   ぜひ、通過点にならないように、ブランド委員会としても何か施策を

打たないといけないなと痛感させていただきました。クリスさん、お願いします。 

○グレン委員     やはり諸戸さんとか伊藤先生が最初から言っているとおり、いろ

いろなテレビ局とか僕の大好きな「歴史人」でもうれしいですけど、話題をつくること

は大事です。ただ、毎回メディアに出ているときに伝えているメッセージは同じかどう

か、それを心配します。桑名のストーリーがきちんと伝わるかどうかということは、

「なぜ桑名ですか」を伝えることが大切です。やはり雑誌を見ている人、テレビを見て

いる、ラジオを聴いている人もそのメッセージの中から、じゃあどうして桑名に行かな

いとだめなのか、というメッセージを受け取らないといけない。桑名に行かなくちゃ、

と思ってもらう、ということは桑名のＰＲのビジョンとかコンセプトをもう少し絞らな

いとだめだと思います。どういうイメージ、どういうメッセージ、どういう見解が欲し

いということをもう少し細かく、メディアに出るときには、一緒に考えてほしいと思い

ます。もっと短く、はっきりわかるように、そのメッセージとか、桑名のストーリーを

伝えなくてはだめだと思います。今は、例えばハマグリとかすき焼きの話が出ている、

それは別に悪くない。今までも桑名市のイメージ＝ハマグリだったから、それをもう一

回そのイメージをプッシュすると、もしかして全国に広がるのではないかと思います。

それとは別に、もう少し掘り起こして、もっと何か新しい、おもしろい、興味深いこと

を探せば、ものすごいたくさんあると思います。なので、正月は桑名市の皆さんがすき

焼きを食べるということはポイントですよね。おっ、おもしろい、これもありますよ、

あれもありますよ、と、もう少しおもしろいことを紹介しないとだめです。これから皆

様と一緒にもっと勉強してそういうことを見つけて紹介したいと思います。教育もすご

く大切。観光のこともすごく大切だと思います。桑名市はすごいポテンシャルがあるか

ら一緒にもう少しさぐってみたいと思います。 

○伊藤委員長   ありがとうございます。まさにいい意味でまとめていただいきました。

メッセージ、キャッチコピーはあるのだけども、そのキャッチコピーの裏側のビジョン

みたいなものが本当は伝わってきたり、にじみ出てこないといけないのだなというのす

ごく実感します。恐らくそれがないと、クリスさんの番組でも話していただきづらいと
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いうことですね。 

○グレン委員   そうそう。でも、もう２回も番組で桑名を紹介していますよ。 

○伊藤委員長   日曜日のゴールデンタイムですものね。ありがとうございます。もう

一度ブランドブックだとか、どうするのだというのを少し話したいと思うのですが、今、

そういう話ありますか。 

  副委員長の意図とともに、どうですか。 

○諸戸副委員長   そうですね。例えばこどもを３人育てられるまちって、出ています

けど、ということは本物力というものが、例えばですけれども、子供が過ごしやすい町

というふうに置きかえると、例えば食のイベントだとしたら、子供に何を食べさせてい

きたいのかということを中心に考えて、例えば有機野菜を使った何かであったりとか、

そういうこと、要は根本を何に置くかによって、そこから食べ物でもいいですし、例え

ば交通であれば、駐車違反が多いとやはり子供は危ないかもしれないですし、そういう

ところをチェックしていくだとか、本物力というのはすごくいい言葉だと思うのですけ

ど、根本的な本物力が指していることは何なのかというテーマを一つ決めるのがいいの

ではないかなと思うのです。今回アンケートを見ていると、やはり子供というのがすご

く、あとは命を最優先ですとか、そういう意味からいうと、子供を育てやすい町であっ

たり、子供が自由に安全に暮らせるというのですかね、そういうのをコンセプトにして、

そこからいろいろ波及させて考えたりですとか、何か、そういう骨格の中心になる一つ

を決めると話がぶれにくくなるのではないかなというふうに思いました。 

○伊藤委員長   ありがとうございます。まさにその辺は重要な視点だと思いますし、

今、それぞれの委員からターゲットにつながる話だとか、ターゲットとかを振り切って

いかないといけないと思いますし、イメージだとか、いろいろなものを伝えたいという

のは市として、行政機関としては当たり前ではあるのですが、ただ、それをやってしま

うと他都市との差別化が結局なくなってしまうので、ここは英断として、ブランド推進

委員会としてはこういう方向に特化していくのだというような、何か取捨選択も必要か

もしれません。こういったブランドブック、一番骨格になる部分というのをつくってい

く予算とかというのはあるのでしょうか。事務局のほうにお聞きしたいのですが。来年

度はそういうのはないのですよね。今さらという話なのですよね。 

○事務局   はい。 

○伊藤委員長   そうすると、でも、それをやはりつくっていかなくてはいけないので、
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ちょっと、その辺はいろいろ考えたいなとは思うのですが。 

○事務局   例えば、今回の場合ですと推進委員会全体会３回、分科会２回、計５回の

活動というような形で皆様方に提案しております。ただ、そうは言いながらも時間がか

かっている部分でございますので、委員の皆様の中でもその辺の考え方がいろいろある

かと。それがこの委員の中の皆様とブランドのコンセプトを考えていくということで基

本的にいいのか、逆にさらに広げてという形なのかその辺り伊藤先生のイメージがある

と思うのですが。 

○伊藤委員長   恐らくいろいろな資源だとか、いろいろなものというのを、ないしは

課題点だとか、もっとより伸ばしていくいいところというのは体系的に調べつつ、その

中から取捨選択していくというのがブランドの基本的なやり方だと思うので、そのあた

りは従来だと佐藤委員の母体である大手の広告代理店さんだとかシンクタンクさんなん

かがよくやられますが、なかなか来年度に向けてそういう予算がつきにくいのですよね、

市長、きっとね。 

○市長   新年度の予算が決まってしまっているので。 

○伊藤委員長   そうですよね。私、国立大学の研究室をやっておりますので、修士の

学生を一人、来年度、桑名をテーマに修士論文を書かせようと思います。徹底して研究

して、何かブランドブックになるようなたたき台をあえて研究して、無報酬でやっても

らいます。どの辺でやろうかなと思っていたのですが、今日、議論をしながら、ここに

研究室としての位置づけを持ってくるというのはすごく意義があるなと思いますし、研

究室としても掘り下げだとか、満遍なく体系的にやっていくというのは意義があると思

えたなと。それぞれ１回やりながら、こういった会の場で出させていただいて、発表さ

せていただいて、皆さんのご意見を聞きながらある意味でブランドマニュアル、ブラン

ドブック、こういったものになっていけばいいのかなと、委員長として勝手なことを発

言していますが、全く予定していませんでした。そうしないと予算だとか何とかで、ま

た、何かうやむやになっていくのが一番よくないことだと思うので、できるだけ問題は

きっちりと打ち返していくほうがいいと思うので、そうさせてください。 

  次に役割分担ですよね。来年度の予算がつきました。これも少し最後、私の意見とし

て、やはり新しいイベントの事業ができてしまったというと、今まであるなかの一つに

なってしまうので、やはり包括的な何かオンパクみたいな本物博の準備だとか、学びの

場の運営というのが何といっても欲しいなということが一つと、もう一つ、ロゴマーク
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をかなり勇み足でつくってしまいましたので、そのロゴマークをやはり、いろいろなと

ころで展開していくと。きょうはご報告が事務局からあって、多かったかなと思ったの

ですが、職員の名刺のほうは既にこのバージョンで全部署共通でなっているのですよね。

というふうに、職員の個体的にはそういうふうに変わってきていると思うので、今度は

町なかでどう波及するのだ、ないしは桑名市がかかわっていくような事業に対してどう

いうふうに打っていくのだというのも必要なことだと。この辺の使い方も議論したほう

がいいなとは思っております。ということで事務局のほうから今後の展開と委員会の運

営についてご提示いただければなと思っております。 

○事務局   次年度のブランド推進委員会の展開ですが、先ほどもありましたように、

来年度３回程度、全体会議という形で考えておりまして、７月、１１月、２月という３

回程度で、１１月ですと、次年度の予算範囲にどれを、予算を考える時期でありますの

で、その時点までに分科会などでご意見をいただければ、また次年度予算に反映できる

のかなと思っております。また、２月ごろの開催については進捗管理的に情報共有する

というような形で全体会議ができましたらどうでしょうかというところのご提案と、あ

と、分科会形式につきましては、前に委員のかかわるテーマというのを決めていただい

ておりますので、前回の担当決めでは、食ということで黒田委員さん、横井委員さん、

歴史文化ですと、諸戸委員さん、クリス委員さん、観光ですと安藤委員さん、また、人

づくりでは佐藤委員さん、風間委員さんというふうにお聞きしております。ですので、

分科会のところでは特に専門というところ、関心のあるところでプロジェクトを掘り下

げていただくような形でしていただいて、全体会議の中で共有していくというような形

を考えております。そのような形での運営というふうに考えておりますけれども、こう

いった形でどうでしょうということと、次回については全体会議では７月ぐらいの開催

というふうに考えておりますがいかがでしょうか。 

○伊藤委員長   恐らく事務局案の意図としては全体で集まるという回数を年３回ぐら

いに逆に絞ってしまって、それぞれのプロジェクトを動かしていくとなると、かなり密

な時間をコミットしながらやっていかないといけないと思いますので、各事業はいわゆ

る委員会方式で行くなら小委員会というふうな、プロジェクトとしてはプロジェクトベ

ースに各委員に入っていただいて、より具体的なことをいろいろな知見だとか経験をア

ドバイスいただければなという意図だと思います。 

  よろしいでしょうか。何かご意見は。あと、先回、それぞれの担当というのを決めさ
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せていただいていますが、その辺も大丈夫ですか。 

  黒田委員、お願いします。 

○黒田委員   実際のスケジュールというのはどういうふうに考えたらいいのか。例え

ば、食のほうのプロジェクトで本物の食博、仮称ですけど、すき焼き状況調査と例えま

すと、全国会議の実施となったら、想定する時期とかそのあたりも含めて最初にいろい

ろ企画検討するという形でしょうか。それとも、ある程度この時期にというご希望があ

って、それに沿ってということなのでしょうか。 

○事務局  これからどうやって調査をするというのか、例えば、それに附随する形で、

どういった組み立てをしていこうかということが我々だけでは当然できかねる部分があ

りまして、調査のほうは仮に業者にお願いしたとしても、やはり若い方々というか地元

の人たちと一緒にとかということを考えると結構この辺り地道に時間をかけてやらざる

を得ないので年度後半盛り上がるのかなというふうに考えております。 

○伊藤委員長   よろしいですか。 

○黒田委員   例えば、地元の方も一緒になっている企画とか、ほかの都市の例である

と、地元の高校生とかが結構積極的に参画して企画に加わったり、食について学んでい

る学生さんたちが加わっているというのもあったりするので、そういうことも仕掛ける

のだと最初から学校に声をかけて、できるだけ若い人に参画してもらう形か、この会議

自体が誰をターゲットに考えるかとか、どういう方を、例えば専門家をお招きしてやる

のかによってもかなり変わってくると思うので、最初にそういう想定をいろいろお話し

合いしながら絞るというのは重要かなと思います。 

○伊藤委員長   確かにそれぞれの進め方というのが重要な視点だと思うのですが、あ

る程度想定はしているのですよね。もう少し詳しい情報というのはあるのですか。 

○事務局   いろいろ契約の関係もありますので。すみません。まだまだ決まっていな

い部分があります。個別にご報告という形で、担当制をとっていただいていますことで

すので。それからお伝えさせていただければと思うのですが、いかがでしょうか。 

○伊藤委員長   今、聞いていて思ったのですが、担当者だけに情報が行ってしまうと、

またみんなで集まったときにわからないと思うので、何かメーリス的にやはり担当のと

ころにはメーンでもちろん行くとしても、ｃｃ的に全員情報共有したほうが、そういう

ことをやっているのだったら、こっちでもこういうことをやっているよだとか、こうい

うことをやっているのだったらこういう人を紹介できるよとか、やはりそれぞれの委員
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の担当は決めたほうがいいと思うのですが、共有できるようなものというのは大事だな

というふうに、聞きながら思いました。予算もついたということなので、恐らく準備を

し始めて、事務局のほうから、もうキックオフは今日だということを伝えてありますの

で、明日からでも、ないしは４月１日以降から要件が来ると思います。 

  最後、市長、コメントをいただけますか。 

○市長   そうですね。一番最初に桑名は人口が増えていてみたいな話を少ししました

よね。ほかの町と比べると桑名はまだましみたいなところがあって、ほかの町は人口も

減っている、子供さんもほとんど見たことがないというと失礼かもしれないのですけど、

学校を閉じていかなくてはいけないという話をすごくたくさん聞きます。桑名は恵まれ

ているなと思っていた部分、今でも恵まれているなと思うのですけど、やはりそれが遅

れている、要は課題が少し遅れて来る町なのだろうなと思ったのです。まだいいだろう、

今までの町でいいだろうとずっと思っていたら、取り残されてしまったみたいなことが

あり得るのかなというふうに、ちょっと、皆さんの話を聞いていて思ったのですけれど

も。特に最初のほうの自然との共生とか、子供の部分とかって、やはりちょっと桑名は

近代的にいろいろ進めてきたのかなと。近代的にはすごくすぐれていた町で、たとえば

河川堤防とか、やはり５５年、５６年前に３回ぐらい大きい災害があって、水と生活す

る場所はしっかり区切らなければいけないと大きな堤防をつくって、そういう水との関

わりは大分減ったと。安全にはなったけれども、昔の水と関わってきた暮らしみたいな

部分をあえて切り離してきて、成長してきたというのがあるのかなと思ったのです。ま

た、それと今、本物力の本物とは何なのだろうと話が結構リンクしているのだろうなと

いうふうに思っていまして、やはり今、必要なものって、安全なのは非常に大事なこと

だし、それは当たり前にベストの選択がされなくてはいけないことだけども、何か、生

きている実感とか、暮らす喜びとか、子供、安全とか何か、すごい、そういう昔から当

たり前にあった価値観をしっかりとこの桑名でも感じられるようなことを追求していく

というのはすごく大事なのかなと。ただ単に便利だとか、安全だということだけではな

くて、その上のクオリティーオブライフという言葉なのかどうかわかりませんけど、そ

れをしっかりと求めていく、そこには恐らくきずなとか、つながりとか、自然とのかか

わり合いとか、多分、そういうような関係性みたいな部分をもっとふやしていくという

ことがすごく大事なのかなというふうに思いました。 

  そこでオンパクはどうだというご意見も少しいただいた部分もありますけれども、や
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はり本物というのを、桑名も昔からある素晴らしさを追及していくのもすごく大事だな

というふうに思いますし、新しい価値をつくっていくことも大事だなと思いました。 

  安藤さんの時雨の話が僕も非常によくわかるお話でして、きのう、実は僕、サンジル

シという桑名で創業２００何年のみそ、しょうゆメーカーさんにいって、利きみそ体験

と利きしょうゆ体験をしてきたのですけれども、時雨とつくだ煮は違うのです。要は時

雨はたまりで、たまりしょうゆというこの地域だけ、東海地方で取れるたまりしょうゆ

でつくると。つくだ煮はこういう生しょうゆでつくっているのです。私はちょうど、き

のう、たまりのでっかいタンクから、とぽとぽとぽ…と落ちているたまりをさっとすく

ってなめて、なんておいしいのだみたいなことを感じたりして、これは子供たちにもぜ

ひ体験をしてほしいなとか。僕がそういうのを思う年ごろみたいなのかなと思うのです

けれども、何か、すごいものって、本当にいっぱいあるなと。この間、ここに全然関係

ないことなのですけれども木曽川文庫という船頭平閘門の前にすごく古い建物があるの

ですけど、ここにデ・レーケというオランダの建築技師、日本のお抱え技師、彼が三川

分離してこの辺は安全になったのですけれども、日本で初めての河川改修の地図が置い

てあるのです、普通に、ｂｙデ・レーケと書いてあるのです。すごいと思うのですけど、

さらっと見たのです。だから、しっかり本物をどうやって体験させていくかというのは、

恐らく外部の視点がすごく大事だなと思っていまして、皆さんからのきょうの視点とい

うのはすごく大事だなと思いつつ、我々の知らないこと、桑名ってこんな見方があるの

だというのをみんなで掘っていく、これは外部の人も市民の人も、みんなでいろいろ掘

り下げていく、深く掘るとクリスさんが言ってもらいましたが、まさに、いろいろ探す

と、本当に本物が出てくるなというのを、私も改めて、最近、桑名もいろいろ体験させ

てもらって、よくわかってくるのもありますので、そういういろいろな外からの視点と

か、中にずっといるからわかる視点とかいろいろなものを総動員して、みんなで、まず

一つは本物、食べるものだけではなくいろいろなものを体験して、桑名の本物をみんな

で体験して、桑名のファンになっていく。そうすると、恐らく団体客、個人客としてこ

こにリピーターとして、桑名にどんどん人が、あそこ、いいよねという口コミで広がっ

ていく、選ばれていくということになっていくのではないのかなと少し思いました。 

  もう一つ、今、地方創生ということがテーマで、国が各地方自治体に地方創生の戦略

を立てるようにということで、１年間かけて地方創生の戦略をつくっていくのですけれ

ども、その中で桑名は２つ、大きくテーマを掲げています。一つは暮らすということ、
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この町で暮らすということをしっかりと磨いていこうというのがあります。本当に暮ら

すための基盤整備といいますか、これをしっかりと桑名はつくっていくのだという。病

院と、今もお話ししましたが、まさに堤防も強化してそういう意味では安全な場所にし

なくてはいけないという、住むという、暮らすということの質を上げていこうというこ

とと、もう一つはインバウンドという方向性です。この２つを柱としてこの地方創生に

ついての戦略はつくっていこうと思っています。 

○佐藤委員   インバウンドというのは観光ということですか。 

○市長   観光というのがインバウンドですね。 

○佐藤委員   大企業の誘致とかではなく。 

○市長   企業の誘致とかではない。今は観光ですね。 

○グレン委員   すみません、そのインバウンドは日本人だけじゃなくて。 

○市長   いえ、いえ、外国の方にも来ていただけるように。そういうのを掲げて、１

年かけて、２７年度内にそういう戦略をつくっていくという。国から５カ年の予算がこ

れに対してはついているというような流れではありますけれども。 

○伊藤委員長   今のお話で、地方創生でやる戦略と、このブランドというのはオーバ

ーラップしてこないと、それぞれの事業になっていくと非常に危険だということなので、

ぜひともその辺は一体となってやっていただきたいなと思います。あと、諸戸庭園の裏

側の水路の橋が上に上がると、これが全国でここだけだと、上がるのは知っていても、

上がったところを見たこともなかったので、上がると舞台みたいになるのですね。ああ

やって舞台みたいになれば、花見とか花火とかにうまくイベントと絡めるとか、そもそ

も桑名で私でさえ知らないことがまだいっぱいあって、そういうものをうまく生かして

いかないと、本当の意味でのストーリーにしていったり、ビジョンをつくっていったり、

それぞれで暮らしだとか、インバウンドにつなげていく、これをきっちりと来年度はや

るべきだなと、各委員の意見を聞きながら思いましたし、市長には肝に銘じて推進して

いただければと思います。 

  では、時間にもなりましたので、ブランド推進委員会を終了させていただこうと思い

ます。７月の終わりにもう一度、皆さんとお会いできると思いますので、よろしくお願

いします。 

  では、長時間にわたり、ありがとうございました。（拍手） 

（閉  会） 


